
「善通寺市市民バス運行条例の廃止について」に対する意見と市の考え方 

 

意見の内容 意見に対する市の考え方 

私は善通寺市仙遊町にある、香川県立善

通寺支援学校に勤務しております。 

本校は県立の支援学校で、小学部、中学

部、高等部があり、それぞれ小学校、中学

校、高等学校の学齢の児童。生徒が通って

おります。 

善通寺市民の方以外にも、在籍している

児童・生徒がいますが、スクールバスが配

置されておらず、自力通学ができない生徒

のほとんどは保護者による送迎で通学して

おり、保護者には大変負担をかけておりま

す。 

一部ではりありますが、保護者が送迎で

きない家庭では、善通寺市民バスを通学に

利用している生徒もおり、今回の廃止に伴

い、通学の足が確保できるか大変不安を感

じております。 

資料を拝見し、市民バスの存続が難しい

という現状はよく理解できました。 

また、今後のデマンド型乗合サービスに期

待したいところですが、本校の児童・生徒

が通学の手段として利用可能かどうか気に

なるところです。ぜひ、通学に利用できま

すよう、ご検討いただきたいと思います。 

廃止後も、引き続き児童・生徒の通学が

保障されることを願っております。どうぞ

よろしくお願いします。 

ご意見ありがとうございます。 

市民バス空海号は、路線バスゆえに沿線

以外の住民の皆さんには利用しづらく、長

年新しい公共交通を求める意見を多くいた

だいておりました。これらの議論を経てこ

のたびデマンド型乗合サービスである「チ

ョイソコ」を導入し、空海号を廃止するこ

ととなりました。 

今後、働く世代の大幅な減少により、市

の財政状況は現在も今後においても非常に

厳しいものとなります。利用者の皆さんに

とってできる限りの利便性を確保すべく幾

重にも誰でも乗ることができる交通手段を

講じることができればよいのですが、市の

財政事情を考えると「市民バス」と「デマン

ド型乗合サービス」の両方を運行させるこ

と、また制限なくどなたにもご利用いただ

ける公共交通機関を維持することは非常に

厳しいところです。こうしたさまざまな制

約を勘案し、苦渋の決断で空海号を廃止し、

住民要件を設けることになりました。 

 心苦しい限りですが、本市としてはまず

は善通寺市住民の皆さんの利用を第一に考

えざるを得ない部分があることをご理解い

ただければ幸いです。 

 デマンド型乗合サービスである「チョイソ

コ」については、台数制約（３台）があるこ

とから、市内在住の学生さんの利用は可能

ではございますが、あまり多くの通勤通学

利用者が利用できない実情がございます。

デマンド型乗合サービスの特性上、通学利

用者のニーズをすべて満たすことは厳しい

ものとなっておりますのでご理解賜りたい



私は市外の者で、善通寺市に仕事に来て

います。 

 私の知人は、市外から空海号を利用して

善通寺駅から四国大人とこどもの医療セン

ターまで行くことができています。 

 条例の廃止で市外の人は利用できないと

聞きました。交通弱者の利便性に配慮して

くださってこれまで運行してくださったこ

とに感謝するとともに、駅から病院までの

公共交通機関を存続させていただきたいと

思います。 

 パブリックコメントの資料も見せていた

だき、これまで利用してきた市外の者が見

過ごされているように思いました。どうぞ

よろしくお願いします。 

 医療センターの横には支援学校がありま

す。人数は少ないですが、乗り継ぎのバス

停を利用し、丸亀市、三豊市からも通学し

ています。 

ご意見ありがとうございます。 

 市民バス空海号は、路線バスゆえに沿線

以外の住民の皆さんには利用しづらく、長

年新しい公共交通を求める意見を多くいた

だいておりました。これらの議論を経てこ

のたびデマンド型乗合サービスである「チ

ョイソコ」を導入し、空海号を廃止するこ

ととなりました。 

 今後、働く世代の大幅な減少により、市

の財政状況は現在も今後においても非常に

厳しいものとなります。利用者の皆さんに

とってできる限りの利便性を確保すべく幾

重にも交通手段を講じることができればよ

いのですが、市の財政事情を考えると「市

民バス」と「デマンド型乗合サービス」の両

方を運行させること、また制限なくどなた

にもご利用いただける公共交通機関を維持

することは非常に厳しいところです。こう

したさまざまな制約を勘案し、苦渋の決断

で空海号を廃止し、住民要件を設けること

になりました。 

 心苦しい限りですが、本市としてはまず

は善通寺市住民の皆さんの利用を第一に考

えざるを得ない部分があることをご理解い

ただければ幸いです。 

 一方で、市外の方のフォローの必要性に

ついては市としても認識しているため、引

き続き検討課題とさせていただきます。 

 

と存じます。 


